
噂
本
高
砂
屋

「
、
Ｆ
缶
○
嗣

鮮
詞
画
ロ
ー

誘
惑
と
ジ
ェ

ラ
シ
ー
」
が

テ
ー
マ
、
少

し
危
険
な
イ

メ
ー
ジ
で
迫

り
た
い
女
性

の
た
め
の
シ

レ
ー
ト
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。
ま
る
ご
と

食
べ
て
楽
し
め
る
シ
ャ
ン
パ
ン
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
は
じ
め
、
手
づ
く
り
チ
ョ
コ

の
ラ
ッ
キ
ー
７
な
ど
、
ド
ン
ク
に
は
ハ

ー
ト
フ
ル
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
た
く
さ

ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

良一=

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧｌヨST，VALENTINECOLLECTlON8８
神戸百店会だより▼

ド
ン
ク

「
恋
文
ひ
と
つ
添
え
て
贈
り
ま
す
」
。

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
は
、
と
っ
て

お
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
チ
ョ
コ

▼
，
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

テ
ー
マ
は
「
愛
の
街
角
ｌ
２
ｏ
ｕ
の

ロ
マ
ン
ス
」
。
ス
ト
リ
ー
ト
と
ア
ベ
ニ

ュ
ー
が
織
り
な
す
愛
の
街
角
は
〃
夢
見

る
恋
な
ら
ｌ
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
ス
ト
リ
ー

ｒｑｑＣ、

か
な
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ミ
ド
リ
に
暖
か
い

心
を
あ
ら
わ
す
ア
カ
い
や
わ
ら
か
な
ウ

ー
ル
の
手
ざ
わ
り
。
オ
ー
キ
ー
ズ
の
香

ば
し
い
甘
さ
が
ピ
ッ
タ
リ
の
ハ
イ
ン
ラ

農鍵蕊蕊灘

１
１３６
１

磯

ン
ド
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
す
。

▼
ユ
ー
ハ
イ
ム

テ
ー
マ
は
「
愛
の
夢
飛
行
」
。
恋
す

る
と
心
に
翼
が
生
え
て
く
る
。
と
き
め

卜
〃
〃
危
険
な

血
恋
な
ら
ｌ
ス
リ

判
リ
ン
グ
ア
ベ
ニ

毒
１
－
″
全
部
で

ィ
８
タ
イ
プ
の
バ

ゲ
レ
ン
タ
イ
ン
コ

葎
レ
ク
シ
ョ
ン
が

、ｗ
貴
女
の
愛
を
伝

諏
え
ま
す
。
あ
な

りさ
た
は
ど
の
街
角

か
選
び
ま
す
か

蕊
まるごと食べれます

リ
ー
ズ
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
葉
巻
チ
ョ
コ
〃
煙
の
序
曲
〃
や
ウ
イ

ス
キ
ー
ボ
ン
ボ
ン
〃
甘
い
瞬
き
〃
で
大
人

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か

▼
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
を
代
表
す
る
〃
オ
ー
キ
ー
ズ
〃

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

田
園
を
思
わ
せ
る
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク

の
ハ
ー
ト
に
入
れ
て
み
ま
し
た
。
の
ど

勇篭藷蕊繍譲 ドレスアップ

葉巻チョコ１０本入￥１，５００

く
思
い
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
小
箱
に
つ
め
込

ん
で
、
愛
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
お
届
け
し
ま

す
。
言
吋
Ｏ
Ｈ
の
ぐ
関
忌
言
句

四
口
苗
の
望
》
》
《
《
ｐ
Ｈ
の
胃
昌

冒
、
弓
《
《
ｚ
異
口
３
﹈
旨

と
４
つ
の
タ
イ
プ
奔
一

用
意
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
あ
た
り
ま
え

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で

繍霧謹蕊

蕊鴬蕊§燕鐸

▼
フ
ー
ケ

モ
ポ
と

モ
ガ
が
愛

を
語
る

「
い
ま
ふ

た
た
び
の

〃
ち
よ
こ

れ
っ
と
。

ろ
う
ま

ん
〃
」
妬
種

タータンチェックが印象的

離
職
鯛

類
勢
揃
い
し
た
中
か
ら
お
す
す
め
は
大

正
ロ
マ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の
〃
ろ
ま
ん

す
〃
。
良
質
の
素
材
を
生
か
し
、
て
い
ね

い
に
ひ
と
つ
ず
つ
作
り
あ
げ
た
ホ
ン
モ

ノ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
お
と
な
の
噌
好

品
と
し
て
紳
士
に
愛
さ
れ
る
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
貴
女
の
心
を
伝
え
て
下
さ
い
。

は
も
の
足
り
な
い
あ
な
た
に
は
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
や
ミ
ニ
ハ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
お
す

す
め
で
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
お
い
し
さ

を
お
ふ
た
り
で
ど
う
ぞ
。
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イッパンが焼きたてで味わえるベーカ

〆

ＮＥＷＳ

K O B E 洋菓子のひとつであるユー
ハイムが、元町に本店ピルを建設する
ことに決定した。新本店は地下一階が
セルフサービスの立ち食い立ち飲みス
タイルの軽食コーナ。１階が手作りド

リー＆ケーキシッョプ。２階はティー
サロン。ゆったりしたテーブル席にフ
ｼ チェンロイターなどの高級食器を使

l灘；

１
１３７
１

'８８ＳＴ･VALENTINECOLLECTlON
▼
モ
ロ
ゾ
フ

愛
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
に
自
分
だ
け

の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
さ
ま

ざ
ま
な
愛
の
心
を
伝
え
る
た
め
に
構
成｢ フローレンス」

と
ユ
ニ
ー
ク
に
御
祝
儀
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
。
フ
ェ
ミ
ー
ー
ン
派
の
あ
な
た
に
は
赤

い
ハ
ー
ト
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
可
愛
い

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
。
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ

り
ド
レ
ッ
シ
ー
に
大
人
っ
ぽ
く
演
出
し

た
い
人
に
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ン
ボ
ン

が
お
す
す
め
。
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

は
チ
ョ
コ
を
片
手
に
演
出
い
ろ
い
ろ
。

『
０
℃
一
○
②

●
〃
男
は
思
想
を
薪
ろ
“
を
主

張
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
可
捷
性

の
追
求
を
め
ざ
す
、
テ
ー
ラ
ー
ア

ダ
ム
Ｇ
の
聯
も
の
新
柄
展
示
会
が

３
月
４
日
（
金
）
１
６
日
（
日
）
、
神

戸
国
際
会
館
３
Ｆ
の
自
店
で
開
仙

さ
れ
る
。

ミ
ラ
シ
ヨ
ー
ン
、
モ
ラ
ビ
ト
‘
、

ラ
ン
パ
ン
、
ジ
パ
ン
シ
ィ
、
ダ
ン

ヒ
ル
な
ど
数
多
く
の
商
品
が
展
氷

さ
れ
る
。
今
年
の
傾
向
は
比
較
的

大
き
な
柄
や
原
色
は
少
な
く
な

り
、
上
品
で
シ
ッ
ク
な
巾
に
邪
ら

し
い
明
る
い
感
じ
の
も
の
が
目
立

ち
、
色
も
こ
れ
ま
で
の
グ
レ
Ｉ
を

遊
調
に
し
た
も
の
か
ら
よ
り
樫
い

感
じ
の
も
の
へ
と
い
う
の
が
大
き

な
流
れ
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ア

ダ
ム
Ｇ
で
は
今
年
か
ら
定
休
別
が

火
曜
Ｈ
と
な
っ
た
。
ア
ダ
ム
Ｇ

Ｏ
７
８
ｏ
２
３
１
ｏ
３
５
７
５

⑫
ブ
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
プ
Ｍ
Ａ
Ｃ
が

新
し
く
大
き
く
な
っ
て
、
３
月
初

旬
改
装
・
汀
１
‐
プ
ン
。
神
戸
で
一
番

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ら
し
い
ト
ァ
藍
ｌ
ｒ
で

木
野
の
お
し
ゃ
れ
、
本
洲
の
ふ
れ

あ
い
を
求
め
る
木
豊
の
お
店
目
指

し
て
、
し
ば
ら
く
の
間
お
休
み
し

ま
す
（
２
月
中
旬
’
３
月
初
旬
）

新
し
い
プ
レ
ザ
ー
シ
臼
ツ
プ
を
お

楽
し
み
に
。
お
問
合
せ
Ｍ
Ａ
Ｃ

本
部
費
３
９
２
．
１
０
５
１

P E O P L E〈6 3＞

、若い人にも和菓子の良さを
吉田福子さんく菊水緯本店本店勤務＞
四季おりおりに創り出される和菓子に

合わせて、商品開発部と伴に名前を考え
たり、ディスプレイをしたり。Ｆまった
くの素人だったものですから、皆さんに
教えてもらいながらやっています。でも
この仕事についたおかげでいろんなこと
が勉強できますし、毎日がとても楽し
い｡ 』と語る。この仕事についてまだ３
年目とは思えない程の落ちついた応対
は、まさに和葉子の雰囲気というところ
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自然の恵みを
湯けむりに伝える

☆
お
湯
の
中
に
も
チ
ョ
イ
ト
歌

の
花
が
咲
く

湯
に
浸
っ
て
い
い
気
分
に
な
る
と
、
つ
い

鼻
唄
の
一
つ
も
出
て
来
よ
う
と
い
う
も
の
。

世
の
中
に
ご
当
地
ソ
ン
グ
は
数
多
く
あ
る

が
、
勿
論
、
有
馬
温
泉
を
舞
台
に
し
た
歌
も

古
く
か
ら
あ
る
。
そ
こ
で
今
月
は
、
そ
の
中

か
ら
幾
つ
か
を
ご
紹
介
し
て
み
よ
う
。

八
有
馬
音
頭
Ｖ

ハ
ア
ー

あ
り
ま
立
つ
と
き
や
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

あ
り
ま
立
つ
と
き
や
身
ふ
た
つ
欲
や

残
し
置
く
身
と
ホ
ン
一
一
ソ
ヤ
ナ
イ
ヵ

帰
る
身
と
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

，聯
サ
ア
サ
イ
ッ
チ
ョ
イ
ッ
チ
ョ

く

イ
ッ
チ
ョ
キ
タ
サ
ノ
サ

サ
ア
サ
イ
ッ
チ
ョ
イ
ッ
チ
ョ

ハ
イ
ノ
ハ
イ
ノ
ハ
イ（

以
下
畦
皆
同
じ
）

ハ
ア
ー

泣
い
て
別
れ
た
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

泣
い
て
別
れ
た
杖
す
て
橋
の

棄
て
と
云
ふ
字
が
ホ
ン
ニ
ソ
ャ
ナ
イ
ヵ

気
に
か
か
る
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

ハ
ア
ー

便
り
お
く
れ
と
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

便
れ
お
く
れ
と
口
で
は
言
へ
ず

そ
っ
と
持
た
せ
る
ホ
ン
ニ
ソ
ヤ
ナ
イ
カ

有
馬
筆
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

ハ
ア
ー

有
馬
恋
し
や
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

有
馬
恋
し
や
六
甲
の
霧
に

ぬ
れ
た
湯
街
の
ホ
ン
ニ
ソ
ヤ
ナ
イ
ヵ

遠
灯
（
あ
か
り
）
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

ハ
ア
ー

人
目
が
く
れ
の
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

め
お
と

人
目
が
く
れ
の
夫
婦
の
滝
を

や
い
て
離
す
が
ホ
ン
ニ
ソ
ャ
ナ
イ
ヵ

鼓
滝
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

ハ
ア
ー

恋
の
有
馬
ぢ
ゃ
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

恋
の
有
馬
ぢ
ゃ
権
現
さ
ま
も

す
き
な
薬
師
と
ホ
ン
ニ
ソ
ヤ
ナ
イ
ヵ

ニ
人
連
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

ハ
ア
ー

坊
と
名
が
つ
く
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

坊
と
名
が
つ
く
有
馬
の
宿
で

う
ち
の
坊
や
も
ホ
ン
ニ
ソ
ャ
ナ
イ
ヵ

出
来
た
げ
な
イ
ッ
チ
ョ
サ
ノ
サ

八
有
馬
ホ
イ
ホ
イ
節
Ｖ
唄
／
郁
睡
雑
燕
隷

Ｈ
山
に
抱
か
れ
て
夢
み
と
ト
ロ
リ

恋
も
情
も
有
馬
の
街
は

咲
い
た
桜
に
湯
霧
が
な
び
く

あ
の
子
ど
な
た
に
な
び
く
や
ら

サ
ッ
テ
も
気
に
な
る
気
に
か
か
るホ

イ
ホ
イ

政府遼録国際観光旅館
138

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

TEL(078)904-0701㈹

結婚式場を完備しています

患伝統と椿式を誇‘
奏溝

敷地内から湧きでる
日本最古の温泉‘‘有馬温泉”

阪急ホテルチェーン

有馬1 - 雪- W . - ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技蝿

賓馬ヘルZ < セン享一
ＴＥＬ(０７８)904-2291

●飲山古家風
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹TEL(078)904-0731

向陽闇

湯の街
有馬歳時記
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雅ただようくつろぎの館

中の美雲紘
ＴＥＬ(078)904-0781

口
軽
い
ハ
ン
ド
ル
ロ
マ
ン
を
乗
せ
て

六
甲
ド
ラ
イ
ブ
有
馬
の
街
は

月
の
早
瀬
に
カ
ジ
カ
が
招
く

あ
の
子
ど
な
た
を
招
く
や
ら

サ
ッ
テ
も
気
に
な
る
気
に
か
か
るホ

イ
ホ
イ

日
燃
え
る
想
い
を
も
み
じ
に
染
め
て

い
き
な
絵
姿
有
馬
の
街
は

山
に
マ
ツ
タ
ケ
虹
さ
え
香
る

あ
の
子
ど
な
た
と
通
る
や
ろ

サ
ッ
テ
も
気
に
な
る
気
に
か
か
るホ

イ
ホ
イ

画
滝
の
つ
づ
み
が
音
頭
を
と
れ
ば

踊
る
ニ
ジ
マ
ス
有
馬
の
街
は

雪
の
六
甲
輝
く
笑
顔

あ
の
子
ど
な
た
と
登
る
や
ら

サ
ッ
テ
も
気
に
な
る
気
に
か
か
るホ

イ
ホ
イ

八
有
馬
新
調
Ｖ
唄
／
赤
坂
小
梅

Ｈ
六
甲
下
れ
ば
ネ
有
馬
の
唾
誌

始
終
川
風
鼓
ケ
滝
よ

鳴
る
は
鼓
か
打
つ
よ
私
の
胸
ま
で
も

エ
ー
そ
れ
胸
ま
で
も

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣
銀水荘

爽楽

ロ
紅
葉
谷
か
ら
ネ
背
の
背
を
越
え
て

忍
び
逢
う
瀬
は
有
馬
の
湯
舟

寝
物
語
り
に
聞
く
も
ゆ
か
し
い
水
の
音

エ
ー
そ
れ
水
の
音

臼
お
湯
で
別
れ
り
や
ネ
情
が
し
み
る

結
ぶ
縁
の
湯
の
里
恋
し

忘
れ
ら
り
ょ
う
か
便
り
書
か
せ
る
有
馬
筆

エ
ー
そ
れ
有
馬
筆

八
有
馬
旅
情
Ｖ
唄
／
島
倉
千
代
子

Ｈ
山
の
向
う
の
幸
せ
を

た
ず
ね
て
越
え
る
六
甲
の

風
も
さ
や
か
な
ハ
イ
ウ
ェ
イ

若
い
心
が
と
き
め
く
よ

招
く
有
馬
の
湯
け
む
り
に

口
坊
と
呼
ば
れ
る
湯
の
宿
に

あ
な
た
と
呼
べ
ぬ
も
ど
か
し
さ

月
も
紅
さ
す
ハ
ネ
ム
ー
ン

次
に
紹
介
す
る
歌
は
神
戸
全
体
の
観
光
名

所
を
歌
っ
て
い
る
が
、
四
番
目
に
有
馬
温
泉

が
出
て
来
る
。

八
神
戸
観
光
行
進
曲
Ｖ
唄
／
瀬
川
伸

卿
君
の
湯
僕
の
湯
有
馬
の
湯

六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ハ
イ
キ
ン
グ

お
一
つ
ど
う
で
す
灘
の
水

ビ
ー
ル
も
あ
か
る
く
泡
立
っ
て

出
で
湯
の
み
や
こ
一
辺
倒
・
神
戸

妻
と
は
じ
め
て
宿
帳
に

記
す
有
馬
の
筆
い
と
し

日
か
わ
す
ち
ぎ
り
の
薬
師
堂

鼓
ケ
滝
に
肩
よ
せ
て

う
つ
す
二
人
の
シ
ル
エ
ッ
ト

胸
に
焼
き
つ
く
想
い
出
が

も
え
て
有
馬
の
夜
が
更
け
る

ＴＥＬ〈078) 9 0 4 - 3 6 5 6

ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

別館

有馬の歴史を語り続けるr いで温の宿」

ＴＥＬ(078)903-1.024

*漣りの繍臨勘所坊
ＴＥＬ(078)904-0551

崎Ｐ
ＴＥＬ(078)904-0622

テニスでいい汗
いＩA 湯にとっぷり
味に集う

Ｌｮ 二

会議ｾ ﾐ 秀から御家族づれまで
有島グランドホテ, し

ＴＥＬ(078)904-0181
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ﾆ ュー

ま

か
わ
い
い

目
つ
き
を

し
て
い
る
時

I霧
一へ

の
〃 蕊if義謹

瞳 ど
ん
な
に

不
安
定
な

状
況
に
な
っ
て
もき＝ 、

菱 散散散

重鍾会髪
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呉惑い､ /〃諺
W n f ｗ

蝋へ帆

は
り
続
け
る
の
か
？

意
地
を

ろ
く
で
も
な
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ソ
プ
ラ
ノ
の
水
津
節
子
さ
ん
を

迎
え
て
親
し
み
易
い
名
曲
を
協

演
す
る
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
『
鱒
」

よ
り
第
１
、
４
楽
章
、
メ
ル
カ

ダ
ン
テ
の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
、

日
本
歌
曲
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
ほ
か
。

ご
・
．

☆
ア
ー
ト
ナ
ウ
Ⅷ

関
西
の
新
し
い
美
術
の
流
れ

を
紹
介
す
る
現
代
美
術
展
「
ア

ー
ト
ナ
ウ
稲
」
は
、
今
年
で
辿
回

目
を
迎
え
た
。
こ
の
間
紹
介
さ

れ
た
作
家
は
二
九
五
人
と
二
グ

ル
ー
プ
に
達
し
、
最
近
で
は
若

い
世
代
に
焦
点
を
当
て
、
新
し

今
年
も
一
七
名
の
初
出
品
者
と

三
名
の
特
別
陳
列
作
家
（
片
山

雅
史
、
川
島
慶
樹
、
都
築
房
子
）

を
招
待
し
て
開
催
す
る
。
尚
３

月
週
日
に
は
、
哩
時
よ
り
た
に

あ
ら
た
氏
の
講
演
会
が
あ
る
。

☆
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
ー

ト
展

１
月
型
日
（
金
）
１
２
月
魂
日
（
日
）
、

時
ｌ
蝿
時
半
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般

大
学
生
５
０
０
円
小
中
高
生
３
０
０
円

科
学
技
術
の
進
歩
は
芸
術
の

分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
特
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

聯

ざ

い
現
代
美

景
術
の
動
向

銅
と
そ
の
成

嵯
果
を
紹
介

麺
す
る
こ
と

を
目
指
し

て
い
る
。

震鵜．､_鍵一．. . _．

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
会

場
で
は
、
来
場
者
自
身
が
直
接

ア
ー
ト
〆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

創
造
を
体
験
す
る
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
装
置
「
エ
レ
舜
卜
ロ
・

ル
ナ
。
ハ
ー
ク
」
を
中
心
に
、
光

と
動
き
に
呼
応
す
る
カ
ラ
フ
ル

な
作
品
群
が
と
り
囲
ん
だ
新
し

い
形
の
イ
ベ
ン
ト
空
間
を
演
出

す
る
。国

．
．
※

☆
愛
を
う
た
う
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

デ
ビ
ュ
ー
し
て
加
年
目
を
迎

え
た
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
サ

ー
カ
ス
」
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ

ー
ト
と
、
映
画
の
上
映
。
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
〃
ハ
イ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
。
ア
ー
ト
″
は
、
単

に
芸
術
作
品
と
し
て
の
存
在
ば

か
り
で
な
く
、
空
間
や
環
境
デ

空
間
や
環
境
デ

ザ
イ
ン
の

列
メ
デ
ィ
ア

呼
伶
と
し
て
私

外
崎
達
の
暮
ら

ヰ
し
に
関
わ

ｒ

り
の
深
い

雲懇鍵穂雲蕊達涯雛隷: 嬢憾雲鮎蝉: 蕊激鮮鰭灘饗本あン館室毘にえり来画お付しは°まを素

ベルナルド・
ベルトルッチ
歳４ツル
月年チト
をのがル

費
し
、
中
国
本
土
に
一
大
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
敢
行
し
た
別
年
代

最
大
作
。
わ
ず
か
３
歳
で
清
朝

皇
帝
の
地
位
に
つ
い
た
博
儀
の

生
涯
を
、
文
化
大
革
命
と
い
う

激
動
の
時
代
を
背
景
に
描
く
。

主
役
を
演
じ
る
の
は
人
気
の
ジ

ョ
ン
・
ロ
ー
ン
。
日
本
か
ら
は

坂
本
龍
一
、
立
花
ハ
ジ
メ
ら
が

顔
を
揃
え
る
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
で
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
氏
名

を
明
記
、
神
戸
っ
子
「
ラ
ス
ト
…
」
係

☆
黒
い
瞳

２
月
下
旬
よ
り
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
大
人
１
５
０
０
円
学
生
１

３
０
０
円

主
人
公
ロ
マ
ー
ノ
は
尋
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
娘
の
エ
リ
サ
と
結
婚
し
て

茄
年
。
怠
惰
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
彼
は
、
あ
る
日
小
犬
を
連

☆
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー

１
月
銅
日
よ
り
国
際
松
竹
に
て
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
大
人
１
５
０
０
円
学
生
１
３
０

０
円
小
人
１
２
０
０
円

「
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ゴ
・
イ
ン

パ
リ
」
「
１
９
０
０
年
」
と
世

界
中
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻

き
起
こ
し
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ

恵
子
さ

麺
ん
、
フ

酷
ル
ー
ト

室
の
吉
岡

拝
美
恵
子

さ
ん
、

＝１
１４２
１や
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総
演

劇

★
桂
米
朝
独
演
会

週
日
（
土
）
昭
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
一
般
２
２
０
０
円
中
高
生
１

８
０
０
円

霞
郷
幽
》
一
室
鵡
演

★
「
酒
造
り
五
十
年
」
元
白
鹿
杜
氏
・

田
口
耕
三
氏
公
演

哩
日
（
日
）
、
時
白
鹿
記
念
酒
造
博

物
館
お
問
い
合
わ
せ
は
貢
０
７
９
８

- ノ

の
館
と
、
ロ
シ
ア
の
広
大
な
風

景
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

今
世
紀
初
頭
に
生
ま
れ
た
愛
の

物
語
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
氏
名
を
明
記

の
上
神
戸
っ
子
「
黒
い
瞳
」
係

職
れ
た
貴
婦
人
と
出
会
う
。
そ
の

黒
い
瞳
に
魅
せ
ら
れ
た
ロ
マ
ー

ノ
は
、
ロ
シ
ア
に
逃
げ
帰
っ
た

彼
女
の
あ
と
を
追
う
…
…
。

☆
ノ
イ
エ
公
演
「
物
語
・
威
風
堂
々
」

ｎ
日
（
木
）
週
日
（
土
）
狸
時
廼
時

半
旭
日
（
金
）
廻
時
半
皿
日
（
日
）

迩
時
劇
団
道
化
座
新
稽
古
場
（
宮
８

４
２
１
３
２
２
１
）
一
般
２
０
０
０

円
高
校
生
１
５
０
０
円

★
劇
団
一
刻
感
公
演
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
」

皿
日
（
日
）
型
時
半
塑
時
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー
１
０
０
０
円

☆
劇
団
飛
行
船
公
演
「
ぬ
い
ぐ
る
み
孫

悟
空
」

７
日
（
日
）
、
時
半
叫
時
８
日

（
月
）
、
時
神
戸
国
際
会
館
Ｓ
２

０
０
０
円
Ａ
１
５
０
０
円
Ｂ
１
２

０
０
円
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
（
３
枚
組
）

２
５
０
０
円

鰯
音
楽

☆
佐
伯
利
之
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル

諏
日
（
土
）
躯
時
半
生
田
文
化
会
館

１
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

☆
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー
の
た
め
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー

８
日
（
月
）
油
時
神
戸
国
際
会
館

一
般
３
０
０
０
円
民
音
会
員
２
７
０

躯
： ロマーノ役

マルチェロ・
マストロヤンニ

蕊サイ
族かのタ

☆
真
田
風
雲
録

２
月
９
日
（
火
）
、
１
２
月
哩
日
（
金
）

哩
時
巧
分
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
お
申

し
込
み
は
宮
２
５
１
‐
３
８
６
１
ま
で

物
語
は
講
談
で
お
な
じ
み
、

真
田
十
勇
士
が
、
天
下
分
け
目

の
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
大
阪
冬

の
陣
、
夏
の
陣
を
戦
い
抜
く
姿

を
描
く
。
霧
隠
才
蔵
（
誼
文
雀
）

は
実
は
女
で
あ
り
、
彼
女
を
め

ぐ
っ
て
猿
飛
佐
助
、
根
津
甚
八

爆
撃
機
が
姿
を
あ
ら
わ
す
よ
う

に
な
っ
た
。
空
襲
必
至
の
神
戸

の
街
で
も
、
男
た
ち
を
兵
隊
に

と
ら
れ
た
女
た
ち
は
、
防
空
演

習
か
、
そ
れ
と
も
禁
則
破
っ
て

農
村
へ
買
い
出
し
に
出
発
す
る

か
、
本
音
と
建
前
を
巧
み
に
使

い
分
け
な
が
ら
生
き
て
い
く
日

々
を
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
悲
劇
の
サ
イ
ク
ル
を

哀
し
く
も
お
か
し
い
笑
い
の
う

ち
に
描
い
て
い
く
。
神
戸
の
庶

民
史
を
創
作
し
て
来
た
四
紀
会

の
第
３
部
作
で
あ
る
。

１
１４３
１

０
画
岬

☆
中
国
国
立
中
央
雑
技
団
公
演

哩
日
（
金
）
鵡
時
唾
睦
罪
干
神
戸
国

際
会
館
Ｓ
３
０
０
０
円

☆
な
つ
か
し
の
唄
声
。
お
も
い
で
の
メ

ロ
デ
ィ
ー

型
日
（
日
）
⑬
時
皿
時
神
戸
国
際

会
館
Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０
門

☆
劇
団
未
来
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
う
り
こ
ひ
め
と
あ
ま
の
じ
ゃ
く
」

「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」

９
日
（
火
）
、
陛
騨
千
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
１
８
０
０
円

★
風
見
碧
コ
ン
サ
ー
ト
・
弦
楽
ト
リ
オ

の
夕
べ

、
日
（
水
）
廻
時
風
見
鶏
の
館
１

５
０
０
四
脚甑

古
典
芸
能

鍾
雲
蒜

☆
大
丸
美
術
画
廊

川
西
祐
三
郎
版
画
展
２
／
４
１
２
／
９

薩
摩
焼
畔
元
紀
秀
作
陶
展

２
／
ｕ
Ｉ
２
／
お

期
末
絵
而
工
芸
展
２
／
四
１
２
／
塑

駕
忠
一
新
作
展
２
／
弱
１
２
／
”

★
生
田
文
化
会
館

同
好
会
作
品
展
２
／
超
１
２
／
皿

講
師
作
品
展
２
／
、
１
２
／
懇

☆
市
民
映
画
劇
場
「
カ
オ
ス
・
シ
チ
リ

ア
物
語
」

皿
日
（
木
）
、
時
半
皿
時
Ⅳ
時
半

哩
日
（
金
）
鵡
時
軍
分
哩
日
（
土
）

、
時
半
皿
時
Ⅳ
時
半
シ
ー
ガ
ル

ホ
ー
ル
一
般
１
０
０
０
円
会
員
８

０
０
円

★
シ
ー
ガ
ル
名
画
劇
場

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
若
大
将
」

５
日
（
金
）
型
時
超
時
半
シ
ー
ガ

ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

３
３
１
０
０
０
８
ま
で

☆
声
楽
家
・
浜
渦
章
盛
さ
ん
に
聞
く

「
愛
の
歌
心
の
詩
」

２
日
（
火
）
肥
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み

一
》
蔀
唇
（
〈
映
画

ら
が
愛
と
青
春
の
ド
ラ
マ
を
繰

り
広
げ
る
。
出
演
は
そ
の
猿
飛

佐
助
に
古
谷
一
行
、
霧
隠
才
蔵

途
隠
躍

大
塚
園
生
、
生
井
健
夫
。
福
田

善
之
・
作
・
演
出
。

★
青
葉
茂
れ
る

２
月
溺
日
（
金
）
”
日
（
土
）
岨
時
半
鎚

日
（
日
）
皿
時
半
、
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
１
８
０
０
円

創
立
釦
周
年
を
記
念
し
て
の

劇
団
四
紀
会
公
演
。
昭
和
岨
年

日
本
の
空
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
調

光汎兵神☆日☆ ' 3 8 ★山★小★険長安☆丹県西☆望☆炎ラ青第☆
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孔

篭

紫禁城内の三才の皇帝と臣下たち

色

１
１４４
１

歴
史
映
画
は
こ
れ
く
ら
い
の
金
を
か
け
、
こ
れ
く
ら
い
の
力
で

作
ら
れ
ば
と
言
う
事
実
を
見
せ
ら
れ
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル

ッ
チ
監
督
作
品
（
一
九
八
七
）
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
詩
人
の
子
で
二

十
一
才
の
こ
ろ
ヴ
ィ
ア
レ
ッ
ジ
ョ
文
学
新
人
賞
と
い
う
の
を
受
け

て
い
る
。
や
が
て
ピ
エ
ル
・
パ
オ
ロ
・
・
ハ
ゾ
リ
ー
ニ
監
督
と
知
り

あ
い
映
画
界
へ
。
日
本
で
は
「
暗
殺
の
森
」
「
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ゴ

・
イ
ン
・
パ
リ
」
「
一
九
○
○
年
」
な
ど
の
彼
の
特
異
な
感
覚
手
法

が
注
目
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
ま
さ
か
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
リ
ッ

チ
が
「
ラ
ス
ト
エ
ン
。
ヘ
ラ
ー
」
を
手
が
け
る
と
は
思
い
も
で
き
な

し
じ
ん

か
つ
た
。
お
そ
ら
く
詩
人
の
も
え
ん
ば
か
り
の
ム
ラ
サ
キ
の
夢
の

ご
と
き
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
東
洋
趣
味
の
グ
ロ
テ
ス
ク
か
と
思
っ
た

ば
い

の
に
こ
の
映
画
は
一
元
。
へ
き
な
る
〃
運
命
〃
と
で
も
題
し
て
も
い
い

皇
帝
の
伝
記
映
画
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
「
北
京
の
弱
日
」
の
あ

た
り
か
ら
受
難
の
国
の
悲
劇
の
内
幕
を
覗
い
て
は
い
る
が
、
サ
イ

レ
ン
ト
の
昔
か
ら
中
国
（
当
時
の
支
那
）
を
舞
台
と
し
た
映
画
は

じ
や
げ
き

す
べ
て
た
だ
も
う
迷
信
と
神
秘
に
の
み
包
ま
れ
た
邪
劇
に
ひ
と
し

レ
ッ
ド
・
ラ
ン
タ
ー
ン

か
つ
た
。
そ
れ
で
も
ナ
ジ
モ
ワ
主
演
の
「
紅
燈
祭
」
や
ト
ト
キ
ー

と
な
っ
て
か
ら
の
パ
ー
ル
。
バ
ッ
ク
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
映
画
化

グ
ッ
ド
・
ア
ー
ス

ポ
ー
ル
・
ム
ニ
と
ル
イ
ズ
・
レ
イ
ナ
ー
主
演
の
「
大
地
」
な
ど
に

ふ
し
ぎ

私
た
ち
の
最
も
身
近
か
な
国
の
不
思
議
な
世
界
を
知
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
た
だ
も
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
と
言
う
楽
し
み
と
恐

、
、
、
、

怖
。
満
月
が
雲
に
包
ま
れ
た
あ
と
の
い
な
ず
ま
の
光
の
ご
と
き
恐

怖
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ト
ー
マ
ス
製
作
の
「
ラ
ス
ト

エ
ン
。
ヘ
ラ
ー
」
は
本
格
的
な
人
間
劇
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
は
「
戦
場
の
メ
リ
ー
。
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
で
あ
る
。
そ
れ
で
音
楽
も
あ
の
と
き
と
同
じ
く
坂
本
龍
一
が
当

あ
ま
か
す

っ
て
い
る
の
だ
が
彼
は
こ
ん
ど
の
映
画
で
注
目
の
甘
粕
を
演
じ
て

個
性
あ
る
マ
ス
ク
を
も
っ
て
好
演
し
た
。
こ
の
映
画
、
四
年
間
か

か
っ
た
そ
う
だ
が
。
こ
れ
を
目
に
見
せ
る
た
め
に
は
こ
れ
く
ら
い

そ
う
れ
い
か
び
き
ろ
く

か
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
壮
麗
華
美
し
か
も
記
録
ス
タ
イ
ル
か
ら

も
は
な
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
幼
年
皇
帝
の
英
語
教
師
に
ピ

ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル
。
そ
し
て
主
役
の
…
…
清
朝
最
後
の
皇
帝

…
…
愛
新
覚
羅
博
儀
に
扮
す
る
の
が
「
イ
ヤ
ー
。
オ
ブ
・
ザ
・
ド
ラ

淳儀（ジョン・ローン）

む
ら
さ
き
の
雲
が
紅
と
な
り

火
と
散
っ
て
灰
と
な
っ
た

人
間
の
運
命
物
語

「
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
‘
山

淀
川
長
治
映
画
評
論
家
〉

■
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
試
写
室
■
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。
フ
ァ
ミ
リ
ィ
・
ド
ラ
マ
す
な
わ
ち
キ
ン
・
グ
物
語
令
曾
見
て
も
わ
か

、
、

る
の
だ
が
こ
れ
ほ
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
な
も
の
は
な
い
。
》
」
の
習
慣
は

、
、
、

早
く
か
ら
東
洋
に
も
生
れ
歴
代
の
歴
史
の
中
で
い
か
に
世
つ
ぎ
が

重
視
さ
れ
て
悲
劇
を
呼
ん
だ
か
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
し
か
も

Ｌ_ 一

ド
ラ
マ
と
し
て
巧
み
、
記
録
と
し
て
注
目
、
し
か
し
第
一
の
問

、
、
、

題
は
〃
世
つ
ぎ
″
す
な
わ
ち
皇
帝
の
世
つ
ぎ
の
痛
ま
し
い
ぎ
せ
い

よ
、
、

と
な
っ
た
人
間
の
運
命
。
｝
」
の
世
つ
ぎ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ヤ
ル

ゴ
ン
」
の
こ
と
し
三
十
五
歳
の
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ン
。

ジョン・ローンの淳儀圭需室のジョアン・チェン

蕊
蕊

・
じ
ゆ
う
し

こ
れ
が
一
般
市
民
に
も
日
本
は
重
視
さ
れ
世
に
言
う
〃
あ
と
、
と

り
″
の
問
題
が
い
か
に
罪
と
悲
劇
を
の
こ
し
た
こ
と
か
。

×

×

よ
め
い

こ
の
映
画
は
余
命
い
く
ば
く
も
な
き
死
の
床
の
西
太
后
の
命
令

に
依
り
彼
女
は
子
を
も
う
け
な
か
っ
た
光
緒
帝
に
か
わ
り
、
そ
の

弟
の
子
の
博
儀
を
皇
帝
に
す
え
る
た
め
紫
禁
城
に
呼
び
入
れ
る
こ

と
を
た
の
ん
で
死
ぬ
。
そ
し
て
年
齢
わ
ず
か
三
歳
の
幼
児
博
儀
が

皇
帝
と
な
っ
た
。
こ
の
皇
帝
は
紫
禁
城
か
ら
一
歩
も
外
に
出
る
こ

と
を
許
る
さ
れ
ず
庭
を
と
ぶ
蝶
や
秋
の
こ
お
ろ
ぎ
と
遊
ぶ
し
か
な

い
哀
れ
な
る
皇
帝
。
し
か
し
長
じ
て
十
七
歳
の
妻
の
腕
容
（
正

室
）
を
迎
え
同
時
に
十
一
一
歳
の
文
繍
を
第
二
の
妃
と
し
て
迎
え
、

皇
帝
は
正
妻
と
第
一
一
の
妻
の
二
人
の
あ
い
だ
に
は
さ
ま
れ
て
夜
ご

と
を
す
ご
す
こ
と
を
常
識
と
し
た
。

や
が
て
こ
の
博
儀
が
ど
の
よ
う
な
運
命
に
さ
い
な
ま
れ
て
ゆ
く

か
、
実
の
母
は
つ
い
に
逢
う
こ
と
も
な
ら
ず
ア
ヘ
ン
自
殺
し
、
第

二
の
妻
は
彼
か
ら
去
り
、
時
代
は
移
り
西
大
后
の
墓
石
も
あ
ぱ
か

れ
西
大
后
の
愛
し
た
大
き
な
黒
真
珠
も
死
体
か
ら
盗
ま
れ
そ
れ
が

蒋
介
石
の
手
に
わ
た
っ
て
い
た
な
ど
と
言
う
実
話
ら
し
き
恐
怖
の

う
ち
に
、
こ
の
哀
れ
な
る
ラ
ス
ト
エ
ン
。
ヘ
ラ
ー
は
満
州
国
皇
帝

（
昭
和
九
年
）
と
な
り
日
本
訪
問
の
あ
い
だ
に
皇
后
で
あ
っ
た
第

一
の
妻
は
運
転
手
と
の
あ
い
だ
の
子
を
も
う
け
、
運
転
手
は
射
殺

し
よ
り

そ
の
子
は
死
産
と
言
う
名
で
処
理
さ
れ
た
。
華
麗
な
る
大
舞
踏
会

ご
う
か
い
つ
ぺ
ん

や
紫
禁
城
内
で
の
豪
華
、
こ
れ
が
一
変
し
て
、
の
ち
に
哀
れ
一
般

い
つ
か
い

市
民
と
な
っ
た
博
儀
は
す
る
す
べ
も
な
く
よ
う
や
く
一
介
の
庭
師

と
な
っ
て
余
命
を
つ
な
ぐ
う
ち
昭
和
四
十
二
年
に
ガ
ン
の
た
め
死

去
し
た
。
こ
の
と
き
六
十
一
才
。

「
ラ
ス
ト
タ
ン
ゴ
・
イ
ン
。
パ
リ
」
の
人
間
敗
北
、
「
暗
殺
の

森
」
の
時
代
の
移
り
変
り
と
こ
の
時
代
の
デ
カ
ダ
ン
ス
な
感
覚
、

ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
監
督
の
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
考
え
る
と
こ
の
「
ラ

ス
ト
エ
ン
。
ヘ
ラ
ー
」
も
ま
さ
に
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
の
〃
時
と
人
″
〃
時

ま
ち
が

代
と
運
命
″
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
こ

の
「
ラ
ス
ト
エ
ン
。
ヘ
ラ
ー
」
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
こ
の
映
画
の

東
洋
へ
の
感
覚
、
そ
れ
ら
を
ま
さ
か
ベ
ル
ト
ル
ッ
チ
映
画
で
見
よ

う
と
は
思
い
も
せ
な
か
っ
た
ま
さ
に
異
色
の
超
大
作
で
あ
る
。

Ｆ
殉
Ｊ

’
１
１
△
月
守
・
’
１

笥
日
Ⅱ
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内
に
入
っ
た
と
た
ん
一
流
の
ホ

テ
ル
な
み
の
完
壁
な
サ
ー
ビ
ス

で
も
て
な
し
て
く
れ
る
。

二 q

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
支
配
人

の
福
永
さ
ん
は
も
と
も
と
ベ
テ

ラ
ン
の
ホ
テ
ル
マ
ン
。
ホ
テ
ル

勤
め
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て

「
本
物
の
味
と
サ
ー
ビ
ス
を
気

軽
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
同
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

．
年
経
っ
て
や
っ
と
お
客

様
の
心
が
つ
か
め
ま
し
た
」
と

自
信
満
々
の
様
子
で
あ
る
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
３
一
一
鶴
寿

司
ピ
ル
３
Ｆ
Ⅲ
Ａ
Ｍ
ｌ
２
Ｐ
Ｍ
５
１

畑
Ｐ
Ｍ
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
９
Ｐ
Ｍ
）

火
休
唇
３
３
２
１
６
６
８
５

☆
春
節
祭
に

台
湾
の
家
庭
の
味
を
ど
う
ぞ

元
町
の
南
京
町
に
、
本
場
台

湾
の
屋
台
の
味
を
食
べ
さ
せ
て

く
れ
る
店
が
あ
る
。
撒
販
街

（
タ
ン
フ
ァ
ン
チ
エ
）
が
そ
れ
。

精
肉
店
を
営
ん
で
い
た
曽
野
文

政
さ
ん
が
、
異
国
情
緒
漂
う
南

京
町
の
特
色
を
生
か
し
て
昨
年

曽野さんご夫婦

☆
住
宅
街
に
発
見
ノ
．

ケ
ー
キ
＆
コ
ー
ヒ
ー
の
店

手
作
り
ケ
ー
キ
と
香
り
高
い

コ
ー
ヒ
ー
の
店
フ
レ
ー
ル
ジ
ャ

ッ
ク
は
、
大
阪
心
斎
橋
の
店
の

姉
妹
店
。
昨
年
如
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
可
愛
い
お
店
だ
。

「
住
宅
街
で
す
か
ら
、
ご
近
所

の
方
に
、
応
接
間
と
し
て
気
軽

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
語
る
中
尾
店
長
。

ケ
ー
キ
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
シ

フ
ォ
ン
・
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど

卯
種
類
余
り
。
オ
ー
ナ
ー
の
橘

さ
ん
宅
の
ケ
ー
キ
エ
場
か
ら
、

毎
日
運
ば
れ
て
来
る
の
で
、
種

び
っ

守

お好みのケーキとコーヒーでくつろぎをどうぞ

類
が
豊
富
で
楽
し
み
だ
。
２
５

０
１
３
５
０
円
と
値
段
も
手

頃
。
他
に
、
パ
フ
ェ
や
ド
リ
ン

ク
類
も
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
は
本
格
派
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
。
カ
フ
ェ
オ
レ
３
８
０

円
も
ふ
ん
わ
り
泡
立
っ
て
、
最

後
の
一
滴
ま
で
美
味
し
く
味
わ

え
る
。ケ

ー
キ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
の
で

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
い
か
が
？

国
東
灘
区
北
青
木
３
１
旧
１
Ｍ
無
休

脚
Ａ
Ｍ
ｌ
８
Ｐ
Ｍ

貧
４
１
３
１
１
６
５
５

☆
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
コ
ー
ベ
が

満
一
歳
／
，

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
コ
ー
ベ
が

今
年
１
月
５
日
で
一
周
年
を
迎

え
た
。神

戸
に
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
は

数
あ
る
が
、
味
と
サ
ー
ビ
ス
を

兼
備
し
た
店
と
な
る
と
な
か
な

か
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

同
店
は
、
厳
選
し
た
材
料
に

よ
る
本
格
的
な
メ
ニ
ュ
ー
で
グ

ル
メ
の
舌
を
満
足
さ
せ
て
く
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
歩
店

１
１４６
１

オ
ー
プ
ン
。
台
湾
出
身
の
人
や

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
が
、
そ

の
味
を
懐
し
ん
で
度
々
や
っ
て

来
る
と
い
う
か
ら
、
味
は
ま
さ

に
本
物
だ
と
言
え
る
。

「
最
初
は
冒
険
で
し
た
が
、
や

っ
ぱ
り
こ
こ
は
〃
南
京
町
″
で

す
か
ら
」
と
曽
野
さ
ん
。
き
っ

か
け
は
、
昨
年
の
春
節
祭
で
大

好
評
だ
っ
た
大
根
餅
の
販
売
。

今
や
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
刈
包

（
１
個
１
３
０
円
）
と
並
ぶ
人

気
者
。
他
に
、
肉
燥
麺
４
０
０

円
や
葱
素
麺
１
５
０
円
な
ど
。

健
康
サ
ー
ピ
ス
セ
ッ
ト
６
８
０

円
は
、
モ
リ
モ
リ
カ
が
湧
い
て

来
る
漢
方
メ
ニ
ュ
ー
。
朝
粥
セ

ッ
ト
５
０
０
円
や
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
サ
ー
ビ
ス
４
０
０
円
な
ど
も

充
実
し
て
い
る
。

国
中
央
区
栄
町
通
１
１
３
１
Ｗ
水
休

Ⅷ
Ａ
Ｍ
１
７
餌
刃
Ｐ
Ｍ

湾
３
３
１
１
１
１
９
５

義I§蕊
鶏

味もサービスも満足
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●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

御
膳
処お

福
茶
屋

中
央
区
浪
花
町
胡
朝
日
会
館
地
下

Ⅷ
印
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
３
Ｐ
Ｍ
４
弛
釦
１

㈹
Ｐ
Ｍ
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
９
Ｐ

Ｍ
）
日
担
祝
休
第
２
．
３
土
は
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
の
み
営
業
衝
３
９
１

３
年
豆
を
ね
か
せ
、
キ
リ
ッ

と
濃
い
瑚
誹
に
仕
上
が
っ
た
ブ

レ
ン
ド
（
４
５
０
円
、
２
杯
目

か
ら
は
２
５
０
円
）
は
３
種
類

あ
る
。
〃
ミ
リ
ア
″
は
香
り
と

コ
ク
、
〃
ニ
レ
〃
は
香
り
と
苦

み
、
〃
風
月
″
は
さ
わ
や
か
な

酸
味
が
味
わ
え
る
そ
の
上
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
卯
％
使
っ
た
自

家
製
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

が
ま
た
絶
品
（
３
５
０
円
）
。

ミ
リ
ア
の
瑚
誹
タ
イ
ム
は
、
と

て
も
賛
沢
な
時
間
と
空
間
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
す
。

園
中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
５

第
１
．
３
水
曜
休
加
Ａ
Ｍ
Ｉ
㈹
Ｐ
Ｍ

認
２
４
１
１
５
５
５
５

’
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Ｉ

っ
た
の
が
神
戸
信
用
金
庫
さ

ん
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
出

会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
話

す
。夜

は
煮
物
や
焼
物
な
ど
料

亭
の
味
が
気
軽
に
味
わ
え

る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
鉢
物
を

順
に
注
文
し
て
い
く
の
も
楽

し
い
。店

名
の
〃
お
福
″
に
は
、

お
客
様
に
も
お
店
に
も
、
福

が
来
ま
す
よ
う
に
と
い
う
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
は
、
お
福

茶
屋
の
福
で
一
杯
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

素
材
の
肉
の
味
を
大
切
に
し

た
バ
ベ
ッ
ト
ス
テ
ー
キ
ー
５
０

０
円
や
、
フ
ル
ー
ツ
入
り
ソ
ー

ス
で
ド
ー
ナ
ツ
型
の
盛
り
つ
け

も
楽
し
い
我
家
風
の
カ
レ
ー
１

０
０
０
円
、
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ

ュ
ー
６
０
０
円
等
、
手
軽
な
値

段
で
味
わ
え
る
。
お
ま
か
せ
コ

ー
ス
は
１
２
０
０
円
か
ら
で
、

朝
か
ら
晩
ま
で
い
つ
で
も
Ｏ

Ｋ
。
「
場
所
柄
、
お
子
さ
ん
連

ン
チ
タ
イ
ム
の
み
営
業

－
３
４
７
０

昼
は
お
食
事
、

夜
は
ち
ょ
っ
と
一

杯
と
い
う
嬉
し
いた

店
。
お
女
将
の
田

い
の
し
よ
う

結
荘
さ
ん
の
真
心

が
伝
わ
っ
て
、
今

年
５
周
年
を
迎
え

た
。
牛
鍋
、
と
ん

☆
り
り
ぱ
っ
と
は
う
す
に

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ビ
ゴ
誕
生

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
ビ
ゴ
が
ポ

ー
ァ
イ
店
に
続
く
３
軒
目
を
ベ

ル
ナ
ー
ル
・
ビ
ゴ
と
し
て
東
灘

区
住
吉
に
開
店
。
住
宅
街
の
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
人
気

を
集
め
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
貼
り

の
明
る
い
店
内
か
ら
は
目
の
前

の
広
場
が
一
目
で
見
渡
せ
、
子

供
を
遊
ば
せ
な
が
ら
安
心
し
て

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
め
る
。

気軽においしさをどうぞ

､ 福”を味わって下さい

れ
の
方
が
多
い
で
す
が
、
お
一

人
で
も
、
又
、
カ
ッ
プ
ル
や
ご

家
族
連
れ
で
も
、
気
軽
に
お
い

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
」
と
森
本
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。お

隣
り
に
は
パ
ン
の
ピ
ゴ
も

あ
る
。
買
物
も
ど
う
ぞ
。

回
東
滋
区
住
吉
東
町
４
１
６
１
拓

水
休
加
Ａ
Ｍ
Ｉ
的
Ｐ
Ｍ

貢
８
５
１
１
８
３
０
８

ベ
ー
カ
リ
ー
は
９
叩
鋤
Ａ
Ｍ
１
８
Ｐ
Ｍ

回
８
５
１
１
７
７
２
７

☆
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス

が
好
き
な
オ
ー
ナ
ー
ら
し
く
、

店
名
は
、
マ
イ
ル
と
い
う
意
味

匡三

落ち着いた店内は心に安らぎを与えてくれる

か
つ
、
お
で
ん
定
食
は
６
０
０

円
、
天
ぷ
ら
定
食
８
０
０
円
等

ズ
ラ
リ
並
ん
だ
昼
食
メ
ニ
ュ
ー

だ
が
、
「
や
っ
ぱ
り
五
葉
定
食

が
日
替
り
で
楽
し
み
」
と
、
神

戸
信
用
金
庫
に
お
勤
め
の
河
田

道
治
さ
ん
。
田
結
荘
さ
ん
も

「
初
め
て
出
前
の
注
文
を
下
さ

の
イ
タ
リ
ア
語
〃
ミ
リ
ア
〃
・

カ
ウ
ン
タ
ー
と
、
椅
子
席
を

合
わ
せ
て
如
席
あ
ま
り
の
ス
ペ

ー
ス
も
壁
で
区
切
ら
れ
、
独
立

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
で
落
ち
着
け
る
。
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－＝ q 盃鑓一

日
「
籾
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
韓
日
合
同
美
術
展
」
が

開
催
さ
れ
る
。
神
戸
一
一
紀
の
海

外
展
は
今
回
で
３
度
目
。
日
韓

の
作
家
帥
人
ほ
ど
が
集
う
。

ま
た
、
昨
年
末
好
評
だ
っ
た

「
か
ん
。
か
ん
。
か
ん
展
」
（
事
務

局
・
初
田
美
術
研
究
所
）
も
８
月

末
ぐ
ら
い
に
ソ
ウ
ル
で
展
覧
会

を
開
く
。
日
韓
現
代
美
術
作
家

に
よ
る
小
品
展
と
な
る
予
定
。

日
韓
親
善
協
会
。
理
事
の
佐

藤
廉
さ
ん
は
「
日
韓
親
善
も
名

前
だ
け
で
な
く
、
文
化
に
よ
る

人
間
ど
う
し
の
つ
き
あ
い
と
日

頃
の
積
み
重
ね
が
大
事
」
と
語

る
。☆

〃
港
町
・
神
戸
を
愛
す
る
会
″

発
足

町
は
生
き
物
で
、
日
々
刻
々

そ
の
表
情
を
変
え
る
が
、
日
本

は
あ
ま
り
に
簡
単
に
、
そ
れ
が

行
わ
れ
て
し
ま
う
。
，

神
戸
も
決
し
て
そ
の
例
外
で

☆
神
戸
キ
ワ
ニ
ス
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
へ

昨
年
の
⑫
月
妬
日
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
大
宴
会
場
で

第
岨
回
神
戸
キ
ワ
ニ
ス
賞
の
授

賞
式
が
、
神
戸
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
（
宮
岡
寿
雄
会
長
）
の
主
催

で
行
わ
れ
た
。

名
）
が
永
年
、
老
人
ホ
ー
ム

（
た
じ
ま
荘
）
で
の
美
容
奉
仕

に
。
盲
学
校
、
養
護
学
校
の
通

学
介
護
や
、
徒
歩
訓
練
介
助
、

在
宅
障
害
児
へ
の
介
助
活
助
な

ど
へ
の
、
夫
婦
揃
っ
て
の
奉
仕

に
つ
い
て
、
山
田
博
信
（
躯
才
）

か
ず
子
（
艶
才
）
さ
ん
ら
が
。

「
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
ア
ッ
プ
フ
ェ

ル
」
（
代
表
／
長
谷
川
好
道
）
は

神
戸
市
の
青
少
年
団
体
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
記
名
の
友
好
団
が
昭

和
師
年
に
生
れ
、
西
独
交
流
を

中
心
に
、
国
際
親
善
。
交
流
に

尽
力
し
て
い
る
。
こ
の
三
者
の

街
並
み
の
変
革
が
行
わ
れ
て
い

る
。そ

れ
ら
を
市
民
レ
ベ
ル
で
考

え
よ
う
と
、
今
年
の
１
月
１
日

〃
港
町
・
神
戸
を
愛
す
る
会
″

（
代
表
・
武
田
則
明
）
が
発
足
。

「
神
戸
を
愛
す
る
人
々
が
集
ま

り
、
よ
り
良
い
神
戸
の
街
を
生

Ｌ一J

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

雷．

露

今
回

ん
は
、
日

露
高
美
容

み
師
組
合

》
（
代
表

率
岩
田
純

子
／
組

合
員
鋤

人
々
に
各
加
万
円
づ
つ
が
贈
ら

れ
た
。

☆
兵
庫
県
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

但
馬
。
丹
波
・
播
磨
・
淡
路

・
阪
神
の
五
つ
の
地
域
か
ら
な

る
兵
庫
県
は
、
自
然
や
文
化
、

産
業
、
国
際
性
、
伝
統
な
ど
、

様
様
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ぷ

す
。
〃
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
直

そ
う
″
を
テ
ー
マ
に
「
ひ
ょ
う

ご
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
宣
言
」
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
展
開
し
て
い

る
兵
庫
県
で
は
、
多
様
な
顔
を

持
つ
兵
庫
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
わ

す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
セ
ン

ス
で
〃
ふ
る
さ
と
・
ひ
ょ
う
ご
〃

を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

回
応
募
資
格
／
県
内
在
住
・
在
勤
・
通
学

の
方
③
官
製
ハ
ガ
キ
－
枚
に
作
品
１
点
・

説
明
添
付
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

・
勤
務
先
又
は
学
校
名
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
１
人

何
点
で
も
。
但
し
、
自
作
・
未
発
表
）
●

俊
秀
作
１
点
、
万
円
・
佳
作
３
点
３
万
円

（
高
校
生
以
下
は
図
書
券
）
●
２
月
”
日

し
め
き
り
、
詳
し
く
は
、
〒
６
５
０
神

戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
１
，
１
ｌ
兵

庫
県
広
報
課
広
報
企
画
係
奮
３
４
１
１

７
７
１
１

☆
ソ
ウ
ル
で
神
戸
一
一
紀
展
開
催

日
韓
親
善
協
会
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
二
紀
会
兵
庫
県
支

部
の
主
催
で
、
６
月
Ⅳ
日
１
羽

と
も
に
生
き
る

た
か
ち
や
ん
の
お
母
さ
ん
が
た
か
ち

や
ん
を
施
設
に
預
け
ら
れ
る
に
つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
思
い
悩
ま
れ
ま
し
た
。
入

園
す
れ
ば
、
た
か
ち
や
ん
の
世
話
か
ら

解
放
さ
れ
て
の
ん
び
り
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
お
母
さ
ん
で
す
が
寂
し
さ
、
悲

し
さ
に
包
ま
れ
今
さ
ら
の
よ
う
に
、
た

か
ち
や
ん
の
存
在
の
大
き
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
見
知
ら
ぬ
多
勢
の
人
達
の
中

で
、
元
気
に
馨
ら
し
て
い
る
の
か
？
た

い
へ
ん
心
配
で
し
た
。
と
き
ど
き
の
面

会
で
た
か
ち
や
ん
が
り
つ
ば
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
を
見
て
安
心
は
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
を
た
し
か
め
ら
れ
る

運
動
会
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
で

き
る
子
に
も
で
き
な
い
子
に
も
、
同
じ

よ
う
に
声
援
が
送
ら
れ
ま
す
。
た
か
ち

や
ん
は
徒
競
争
で
は
先
生
に
声
を
か
け

て
も
ら
っ
て
や
っ
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
・
障

碍
物
競
争
で
は
、
マ
ッ
ト
の
上
で
寝
こ

ろ
ん
だ
り
、
先
生
の
声
を
聞
き
な
が
し

て
歩
き
な
が
ら
の
ゴ
ー
ル
ｆ
ン
。
お
母

さ
ん
は
心
の
中
で
合
掌
し
な
が
ら
バ
ン

ザ
イ
を
叫
び
ま
し
た
。
先
生
も
園
生
も

保
謹
者
も
一
体
と
な
る
運
動
会
は
、
お

母
さ
ん
に
は
天
使
の
集
い
の
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
し
か
も
、
最
後
の
賞
状
授

与
式
に
は
た
か
ち
や
ん
が
代
表
に
選
ば

れ
た
の
で
す
。
上
手
に
で
き
る
子
が
選

ば
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
代
表
に
、

た
か
ち
や
ん
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
お

母
さ
ん
の
胸
に
は
熱
い
も
の
が
、
ぐ
っ

と
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
あ
の
子
と
と
も
に
生
き
よ
う
Ⅲ

砥
悶
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
ｌ
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
‐
郵
便
局
の
隣

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

雷
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

振
替
口
座
神
戸
四
’
一
二
五
五
九

■
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↑
は
な
く
、

型
旧
居
留
地

唾
の
建
物
を

蓋
は
じ
め
、

》
幅
鍵
峰
誕

挿
古
い
建
物

跡
が
無
く
な

港
っ
た
り
、

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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入
っ
て
お
り
、
お
湯
を
注
ぐ
だ

け
で
格
調
高
い
金
粉
茶
が
で
き

上
る
。価

格
は
七
パ
ッ
ク
（
七
杯
分
）

一
セ
ッ
ト
で
千
円
。
三
セ
ッ
ト

の
贈
答
用
木
箱
入
り
が
三
千
五

百
円
。
慶
事
用
に
最
適
。

■
お
問
合
せ
（
有
）
山
本
商
店

街
３
３
１
１
３
１
０
４

が
恒
例
の
迎
春
風
景
で
す
」

と
あ
っ
た
。
い
か
に
も
ウ
ィ

ー
ン
人
ら
し
い
合
理
的
な
過

し
方
だ
。
そ
う
す
る
と
私
も

ウ
ィ
ー
ン
人
同
様
の
迎
春
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
こ
そ
大
人
の
文
化
的
香

り
高
い
過
し
方
だ
と
い
え
ば

「
海
外
旅
行
で
き
な
か
っ
た

者
の
ひ
が
み
」
と
ひ
や
か
さ

る
だ
ろ
う
か
。
さ
て
Ｉ
。

そ
れ
に
し
て
も
楽
し
い
衛

星
中
継
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ボ

◎

八
Ｙ
Ｖ

一二苧

☆
神
戸
発
別
時
間
﹈
し
園
嗣

昨
年
如
月
把
日
よ
り
、
三
ノ

宮
に
あ
る
ダ
イ
エ
ー
経
営
の

『
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
詔
」
７

Ｆ
神
戸
ス
タ
ジ
オ
で
、
大
阪
有

線
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用

し
て
、
型
時
間
の
ジ
ャ
ズ
放
送

が
始
ま
っ
た
。

神
戸
の
ス
タ
ジ
オ
を
結
び
、
外

人
Ｄ
Ｊ
に
よ
っ
て
最
新
ジ
ャ
ズ

ヒ
ッ
ト
を
中
心
と
し
、
東
京
オ

リ
ジ
ナ
ル
、
神
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
ア
ー
バ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ポ

△

i鍵鵬花時計今
年
は
正
月
史
上
最
高
の

三
十
四
万
人
が
海
外
へ
出
か

け
た
そ
う
だ
。
私
は
衛
星
中

継
さ
れ
た
ウ
イ
ー
ン
フ
ィ
ル

の
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
テ
レ
ビ
で
み
た
。

指
揮
者
は
カ
ラ
ャ
ン
に
迫
る

「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」

万
々
歳

☆
こ
れ
は
目
出
度
い
「
黄
金
茶
」

輸
出
入
商
の
山
本
商
店
が
、

こ
の
ほ
ど
金
粉
入
り
の
梅
こ
ぶ

茶
「
黄
金
茶
よ
ろ
こ
び
」
を
新

発
売
し
た
。

/三編

㈱
マ
リ
ン

連
メ
デ
ィ
ア

』
（
松
本
文
一

皿
郎
社
長
）
に

吋
よ
っ
て
行
わ

錯
諏
壷
蝿
》

は
、
東
京
と

ラ
リ
ー
・
サ
ウ
ン
ド
」
の
完
成

を
め
ぎ
）
し
て
い
る
。

園
問
い
合
わ
せ
／
株
式
会
社
マ
リ
ン
メ
デ

ィ
ア
衝
０
３
（
４
０
３
）
７
１
９
０

☆
都
市
型
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

冬
に
な
る
と
ス
キ
ー
の
虫
に

な
る
人
に
と
っ
て
お
き
の
話
題

を
。
金
沢
市
か
ら
車
で
妬
分
の

と
こ
ろ
に
今
シ
ー
ズ
ン
登
場
し

た
〃
金
沢
セ
イ
モ
ア
ス
キ
ー
場
″

標
高
伽
ｍ
の
干
丈
高
原
を
中
心

に
、
初
・
中
。
上
級
者
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
合
わ
せ
た

ゲ
レ
ン
デ
・
デ
ザ
イ
ン
は
プ
ロ

ス
キ
ー
ャ
ー
三
浦
雄
一
郎
氏
の

監
修
に
よ
る
も
の
。
お
問
合
わ

せ
は
雷
（
０
７
６
１
９
）
２
．

１
１
０
０
河
内
村
役
場
迄

国
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ト
レ
ー
ナ
ー
‐
リ
フ
ト

優
待
券
を
セ
ッ
ト
で
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
月
刊
神
戸
っ
子
内
ス
キ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
迄

人
気
者
ア
ッ
バ
ー
ド
さ
ん
だ

っ
た
し
歌
劇
「
こ
う
も
り
」

の
序
曲
か
ら
「
仮
面
舞
踏

会
」
は
て
は
「
美
し
き
青
き

ド
ナ
ウ
」
ま
で
ワ
ル
ツ
を
堪

能
、
ま
る
で
ウ
ィ
ー
ン
の
歌

劇
場
に
い
る
よ
う
な
楽
し
さ

で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
日
ウ
ィ

ー
ン
の
友
人
か
ら
年
賀
状
が

届
い
た
。
そ
の
文
面
に
よ
る

と
「
ウ
ィ
ー
ン
人
は
ウ
イ
ー

ン
フ
ィ
ル
の
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
を
テ
レ
ビ
中
継
で
楽
し
み

劇
場
へ
足
を
運
ぶ
の
は
ほ
ん

の
限
ら
れ
た
人
だ
け
、
あ
と

は
外
国
の
旅
行
者
に
ゆ
ず
る

（
日
本
の
団
体
客
多
し
）
の

１
１５０
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

③
国
際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
（
演
出
．

海
野
光
子
さ
ん
）
は
今
年
も
健
在
。
４

月
・
岡
山
博
覧
会
で
「
源
氏
店
」
、
５

月
・
尼
崎
の
つ
か
し
ん
で
同
、
８
月
・

青
森
テ
レ
ビ
釦
周
年
記
念
祝
賀
会
と
予

定
が
入
っ
て
い
ま
す
。

⑥
昨
年
の
中
国
公
演
が
大
成
功
。
劇
団

道
化
座
の
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
〒

６
５
７
漣
区
六
甲
町
１
１
５
１
皿
爾

師
１
３
２
２
１
。

⑳
鹿
の
鳴
く
能
勢
の
山
里
に
ア
ト
リ
エ

が
移
り
ま
し
た
と
、
田
中
蕪
さ
ん
か
ら

の
便
り
。
〒
５
６
３
１
０
３
豊
能
郡

能
勢
町
宿
野
卸
１
１
衝
０
７
２
７
１

３
４
１
１
１
４
３
。

◎
兵
庫
バ
ラ
協
会
の
桑
原
泰
業
さ
ん
の

オ
フ
ィ
ス
が
移
転
。
〒
６
５
１
中
央
区

小
野
柄
通
６
１
卯
ｌ
皿
酋
刈
１
４
１

７
７
。

●
〃
今
年
は
本
当
に
撮
る
〃
と
意
気
込

む
映
画
監
督
の
白
羽
弥
仁
君
。
住
所
が

〒
１
５
２
束
京
都
目
黒
区
中
根
１
‐
７

１
釦
東
武
ハ
イ
ラ
イ
ン
都
立
大
叩
に
変

り
ま
し
た
。

⑥
貿
易
商
社
の
㈱
ミ
ッ
ク
ラ
（
団
忠
夫

会
長
）
が
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
進
出
。

〒
６
５
８
束
漣
区
向
洋
町
西
６
酋
町
ｌ

Ｏ
３
２
１

⑨
大
阪
府
立
大
学
の
小
室
豊
允
教
授
の

研
究
室
が
移
転
し
ま
し
た
。
〒
５
９
１

堺
市
百
舌
烏
梅
町
４
丁
剛
衝
０
７
２

２
１
５
２
１
１
１
６
１
禽
姻
線
２
５
９

４
）
。

●
モ
ダ
ン
＆
バ
レ
エ
の
上
甲
裕
久
さ
ん

が
昨
年
皿
月
か
ら
劇
団
道
化
座
新
ス
タ

ジ
オ
に
て
ス
タ
ジ
オ
・
レ
ッ
ス
ン
を
始

め
て
い
ま
す
（
月
・
火
・
水
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ

哩
哩
鋤
、
木
・
Ｐ
Ｍ
７
１
８
ｍ
釦
）
。

問
い
合
わ
せ
／
ス
タ
ジ
オ
＠
Ｊ
・
０
．

Ｋ
・
Ｏ
〒
６
５
７
海
区
六
甲
町
３
１

３
１
皿
奮
師
１
１
７
５
５

⑮
劇
団
青
い
森
は
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ

い
。
３
月
霊
日
ｌ
即
日
は
小
豆
島
演
劇

祭
配
参
加
、
９
月
１
１
２
日
は
神
戸
で

「
幾
春
別
」
（
作
・
押
川
昌
一
、
放
出

・
大
内
三
明
）
を
公
演
予
定
。
〒
６
５

８
束
灘
区
魚
崎
中
町
４
１
２
１
加
雷

掴
１
６
１
８
０
。
’

＠
㈱
た
に
む
ら
よ
う
す
け
事
務
所
（
谷

村
陽
介
代
表
）
が
移
転
。
〒
５
３
０
大

阪
市
北
区
堂
島
２
１
１
‐
調
大
東
ビ

ル
４
Ｆ
麓
妬
Ｉ
湖
－
６
６
８
５
。

●
元
町
画
廊
（
佐
藤
廉
代
表
）
が
今
年

創
立
和
間
年
を
迎
え
る
。
大
正
７
年
に

須
磨
で
若
木
屋
美
術
店
と
し
て
画
商
を

始
め
た
神
戸
の
草
分
け
的
存
在
。
神
戸

市
中
央
区
元
町
通
一
丁
目
衡
到
１
２

３
５
９

梅
肉

昆
布
、

華
し
そ
な

ろ
ど
を
原

畢
料
に
し

黄
た
粉
末

に
純
金

の
粉
が

灘蕊ｉ
１
１
１
，
，
，
１
０
１
，
，
８
１
１
１
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卒

ﾛ認

会の
ります６

蕊謹鞠tｊ

蒋琶. ､ 識哩畢１

着つけ・東京･ 初代遠藤波津子直流畑尾芙久子

醗識エリザベス
ー

本店／神戸市中央区三宮町2 丁目6 - 4 ( 三上ビル）
ＴＥＬ（078)331--8894.4917
レンタルブティック〃ら，
フォーマル＆､ シ要･ ディング

ーー本店と同じく呈上ピル) 一神戸市中央区三宮町２丁目６－４
ＴＥＬ(078)331--3258

や岬, ちかく、焼く、暖かロカシミヘ' は、陸れからのシー・ズン: . : 欠
かせ糸い紫材で- ；。Ｌか１，，．J ･ ばらしい艮所には、より大きな純
所も- ﾉ き『’ので．; ･ ‘，カシミヤの場合、●シワになりやすい●ス
リきれ、キズに弱L ミ・形くずれしや. 』. い●６玉ができやすい
これらの純所は、いわば優雅にやさしく持てくださいという素材
1 . 1 身のアピール。着る前のチェック、藩た後の予入れは、カシミ
ヤ美人の常識で' 3 . 。

鐘繕毒講
■大願支社/05853-1332■つかしん店/C6-42C=3754■Iｺｰブ･ニシジマ/078.露2-2440
■山手店/078.錘1-2440■宝塚店/0797-72.0810■リフォーム･フルフルノ､78-221-9110

Ｌ _
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- _ 』

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

コウベファッションソサエティ

Ｋ､Ｆ､Ｓ・newsl2132 事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

☆' 8 7 ＫＦＳクリスマスパーティ

華麗なるニューレトロの世界
‘恒例のＫＦＳクリスマスパーティは1 2 月1 8 日( 金) 午後６時から、神戸元町風月
堂ホールで開かれた。テーマは“ニューレトロ' ' ･ ゲストミュージシャンの麻烏
千穂さんの唄と、中田実郎さんのビア
ノで、レトロな雰囲気は盛り上がっ
た。毎回、奇抜なアイデアが楽しみな
テーブル対抗ケームも、ゴルフゲー
ム、イマジネーションゲーム等盛りだ
くさん。注目はファッションゲーム
で、ニューレトロファッションを、与
えられた材料を使って表現するという
もの。どのチームもいずれ劣らぬ力作
で、立亀長三さんらゲスト審査員をう
ならせた。ジングルペルの大合唱、お
楽しみ抽選会、キャンドルサービス
等、集まった約1 6 0 名は、思い出深い
一夜を過ごした。

1 誤理 r 型

〆：

灘驚
鈴

蕊Ｉ§

鶴 讃

子

繍一
＃

蕪出壁

鐘
丑『詞 識錨

伊群

ニユーレトロファッションショーケームから熱唱する麻烏千称さん、皆さん集まって、ポーズノ

ダンスタイムにウットリ。
立蔑長＝さんもゴキケン。

鯉１

神戸ファッション研究所
設立基金募集中. 〆
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正
に
人
有
り
て
こ
そ
、
味
。
で
あ
り
ま
す
。

凸

南I 無 弾

「
人
有
り
て
、
味
・
」

軸

世
を
上
げ
て
グ
ル
メ
、
グ
ル
メ
と
メ
マ
グ
ル
シ
キ
昨
今
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
華
、
ス
。
へ
イ
ン
と
色
々
ご
ざ
れ
ど
諸
賢
人
よ
、
わ
が
伝
統

の
味
、
奈
良
漬
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
な
ん
と
塩
漬
に
始
ま
り
て
本
漬
に
至
る
ま
で
漬
け
替
え
る
こ
と
五
度
に
渡
り
そ
の
間
、
一

年
と
有
余
…
…
。
一
年
音
沙
汰
な
け
れ
ば
犬
な
ら
ば
飼
主
を
忘
れ
、
人
な
ら
ば
籍
を
抜
か
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ご
時
世
。
誰
が
樽
の

そ
ば
で
じ
っ
と
が
ま
ん
で
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
漬
物
づ
く
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
ひ
と
り
が
こ
の
池
下
真
次
さ
ん
（
甲
南
漬
本

舗
・
在
勤
犯
年
、
釘
才
）
。
「
な
に
よ
り
も
元
に
な
る
瓜
な
ど
が
か
ん
じ
ん
、
漬
け
替
え
な
が
ら
少
し
づ
つ
塩
気
を
抜
い
て
い
く
の
で

す
。
…
…
木
樽
を
使
い
ま
す
と
や
は
り
ひ
と
味
違
い
ま
す
…
…
」
た
ん
た
ん
と
語
る
そ
の
素
朴
な
語
り
口
に
熟
練
者
の
心
意
気
と
人
柄

が
感
じ
ら
れ
、
瓜
を
酒
粕
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
畑
で
丹
念
に
育
て
上
げ
る
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
。
そ
し
て
池
下
さ
ん
の

ふ
く
よ
か
な
手
を
見
る
に
及
ん
で
は
つ
と
樽
の
中
の
大
自
然
に
気
付
か
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
人
と
自
然
の
ド
ラ
マ
が

■
巳
③

あ
り
、
恵
み
を
も
た
ら
す
光
る
手
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
に
技
あ
り
て
手
と
心
の
ぬ
く
も
り

，

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
☆
街
か
ど
の
肖
像
シ
リ
ー
ズ
２く

立
岡
佐
智
央
の
や
あ
、
神
戸
っ
子

トー

１
１５３
１

灘
・
甲
南
漬
本
舗
本
社
工
場
に
て
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美男対談
第１回

沢の鶴㈱社長

西村隆治

日本酒は
日本の心です

ピ
ア
ニ
ス
ト

伊
蕊
”
ル
ミ
の

画一侯

鱗

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
関
西
を
中
心
に
活
躍
の
伊
藤
ル
ミ
さ
ん
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
迎
え
た
新
シ
リ
ー
ズ
。
第
一
回
目
の
ゲ
ス
ト

は
灘
の
銘
酒
、
津
之
鶴
の
西
村
隆
治
社
長
で
す
。
古
い
文
化
を
守

り
な
が
ら
新
し
い
つ
く
り
酒
屋
を
目
指
し
て
い
る
西
村
さ
ん
に
日

本
酒
大
好
き
人
間
の
ル
ミ
さ
ん
が
お
酒
の
ア
レ
コ
レ
を
聞
き
ま
し

た
。☆

和
食
に
は
や
っ
ぱ
り
日
本
酒
で
す
。

ル
ミ
私
、
世
間
で
は
お
酒
が
飲
め
る
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
て
い

る
ん
で
す
が
、
本
当
は
お
ち
ょ
こ
一
杯
で
真
赤
に
な
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
よ
。
で
も
鍋
も
の
を
筆
頭
に
和
食
の
時
は
や
は
り
日
本
酒

が
あ
い
ま
す
ね
。
つ
い
つ
い
量
も
増
え
て
…
特
に
私
は
こ
の
〃
し

ぼ
り
た
て
″
が
気
に
入
っ
て
ま
し
て
ね
。

西
村
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
酒
も
最
近
で
は
種
類
が

増
え
、
〃
し
ぼ
り
た
て
〃
は
新
鮮
さ
が
売
り
も
の
で
す
が
、
一
般
に

酒
は
熟
成
さ
せ
る
方
が
、
旨
く
な
る
ん
で
す
。
酒
を
囲
う
（
貯
蔵

す
る
）
．
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
や
か
に
仕
上
が
る
ん
で
す
。
冬
に

:鍵
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年
生
の
時
で
、
そ
の
時
は
七
転
八
倒
（
笑
）

を
経
験
し
ま
し
た
。

ル
ミ
私
も
中
三
の
時
に
失
恋
を
し
て
、
ビ

ー
ル
の
大
瓶
を
一
息
に
飲
ん
で
ひ
ど
い
目
に

あ
い
ま
し
て
（
笑
）
。
そ
れ
が
お
酒
初
体
験

で
、
そ
れ
か
ら
７
年
ぐ
ら
い
は
ビ
ー
ル
を
飲

む
た
び
に
ア
レ
ル
ギ
ー
で
大
変
で
し
た
。

西
村
失
恋
を
思
い
出
さ
れ
て
で
す
か
。

ル
ミ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
い
ま

だ
に
体
調
の
悪
い
時
に
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
次

の
日
に
じ
ん
ま
し
ん
が
出
ま
す
か
ら
。

西
村
そ
の
時
に
日
本
酒
を
飲
ん
で
い
た

ら
、
な
ぐ
さ
め
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
特
に
女
性
は
お
酒
を
飲
ん
で
頂
く
と
肌

も
美
し
く
な
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
飲
ん
で
頂

き
た
い
。

仕
込
ん
だ
酒
が
、
春
・
夏
を
過
ぎ
、
秋
に
品
質
が
あ
が
っ
て
き
て

〃
秋
晴
れ
″
と
か
〃
秋
映
え
″
と
い
う
灘
の
酒
特
有
の
つ
や
の
あ

る
う
ま
い
酒
に
な
る
わ
け
で
す
。
つ
く
り
た
て
は
ど
う
し
て
も
荒

す
ぎ
る
ん
で
す
。

ル
ミ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
し
ぼ
り
た
て
が
好
き
だ
と
い
う
こ

と
は
、
あ
ま
り
通
で
は
な
い
？

西
村
い
え
、
吟
醸
酒
に
は
吟
醸
酒
の
良
さ
が
あ
り
、
し
ぼ
り
た

て
や
生
酒
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
る
わ
け
で
す
。
通
と
い
う

こ
と
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、
酒
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
わ
か
る
人
で
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

ル
ミ
西
村
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
？

西
村
通
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
（
笑
）
。

ル
ミ
と
こ
ろ
で
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
お
酒
は
口
に
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

西
村
幼
稚
園
に
入
る
前
か
ら
、
お
正
月
の
お
祝
い
の
時
に
は
ま

つ
赤
な
顔
を
し
な
が
ら
頂
い
て
ま
し
た
か
ら
ね
…
（
笑
）
ず
い
ぶ

ん
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
い
ん
で

す
。
最
初
に
お
酒
を
飲
ん
で
気
分
が
悪
く
な
っ
た
の
が
小
学
校
一
一

年
生
の
時
で
、
そ
の
時
は
七
転
八
倒
（
笑
）
酔
う
と
い
う
苦
し
さ

１
１５５
１

ル
ミ
確
か
に
、
和
食
の
時
に
お
酒
が
あ
る
と
幸
せ
だ
な
あ
と
感

じ
ま
す
ね
。
酒
の
肴
な
ん
て
あ
る
と
日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
と
、
し
み
じ
み
思
い
ま
す
し
。

西
村
そ
う
思
っ
て
頂
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
僕
も
体
質
的
に
和

食
が
一
“
番
好
き
で
、
特
に
魚
に
は
ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
ん
で
す

よ
。
少
し
で
も
古
い
も
の
は
ダ
メ
で
、
新
鮮
な
も
の
だ
け
。
そ
れ

に
は
や
は
り
日
本
酒
が
一
番
合
っ
て
ま
す
ね
。
そ
れ
に
日
本
酒
の

い
い
と
こ
ろ
は
日
本
文
化
を
代
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
ん

で
す
。
世
界
的
に
み
て
も
、
個
々
の
民
族
が
作
っ
て
き
た
酒
と
い

う
の
は
、
そ
の
民
族
の
性
格
を
あ
る
程
度
表
わ
し
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
洋
酒
に
は
カ
ツ
と
す
る
激
し
さ
が
、
日
本
酒

に
は
優
し
さ
が
み
ら
れ
る
。
日
本
人
は
〃
和
を
以
っ
て
貴
し
〃
と

い
う
よ
う
に
、
日
本
酒
に
は
平
和
の
酒
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

ね
。
農
耕
民
族
と
遊
牧
民
族
の
違
い
が
お
酒
に
も
出
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、
発
酵
の
技
術
か
ら
い
っ
て

も
一
番
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
い
る
の
が
口
本
酒
な
ん
で
す
。
麹

と
酵
母
の
非
常
に
微
妙
な
働
き
と
杜
氏
の
カ
ン
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
訳
で
す
か
ら
。
一
般
に
蒸
留
酒
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ン
デ

ー
、
焼
酎
な
ど
は
比
較
的
簡
単
で
、
醸
造
酒
の
方
が
む
ず
か
し
い
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と
に
酒
と
い

表
わ
れ
て
く
る
ん
で
す
よ

き
ま
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け

複
発
酵
″
と
い
う
の
で
す

し
た
こ
と
で
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
に

高
度
な
技
術
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
味

ん
で
す
。
で
も
ワ
イ
ン
な

と
畑
地
さ
え
良
け
れ
ば
あ

こ
ろ
が
日
本
酒
の
場
合
は

す
よ
。

に
半
分
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
″
と
言
い
ま
す
ね
。
目
に
は
見

え
な
い
縁
み
た
い
な
も
の
で
い
い
酒
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ

お
酒
が
で
き
あ
が
り
ま
す

ル
ミ
本
当
で
す
か
。
お
酒
に
も
人
柄
が
出
る
な
ん
て
。
で
も
そ

れ
は
ピ
ア
ノ
演
奏
に
も
通
じ
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
芸
術
的
な
も
の

は
何
で
も
そ
の
人
と
な
り
が
表
わ
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

西
村
優
し
い
人
に
は
優
し
い
酒
が
で
き
ま
す
し
、
厳
し
い
人
に

は
厳
し
い
酒
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
優
し
く
て
厳
し
い
人
が
一
番

で
、
そ
ん
な
杜
氏
か
ら
は
ス
カ
ッ
と
し
て
、
し
か
も
ま
る
や
か
な

西
村
お
も
し
ろ
い
こ

ま
り
麹
が
で
ん
ぷ
ん
を
糖

え
る
、
こ
の
二
つ
の
行
程

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ

ル
ミ
こ
れ
か
ら
は
作
っ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

☆
お
酒
に
も
つ
く
り
手
の

に
深
み
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

西
村
え
え
、
気
候
と
か

は
、

ょ
う
が
お
酒
も
人
柄
に
よ

ル
ミ
ピ
ァ
ノ
の
場
合
は

ら
人
柄
が
出
や
す
い
と
思

る
ん
で
す
が
。

ル
ミ
多
少
原
料
が
違
っ

の
味
わ
い
も
変
わ
っ

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
で
し
よ
。

て
く
る
で
し
ょ
壱

－－J

、
私
た
ち
は
〃
心
で
作
る
〃
と
言
っ
て

が
、
こ
れ
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
つ

米
の
水
分
の
割
合
と
か
は
毎
年
違
っ
て

技
術
の
要
素
が
た
い
へ
ん
大
き
い
ん
で

て
る
人
の
こ
と
も
考
え
て
心
し
て
頂
か

化
し
、
酵
母
が
糖
を
ア
ル
コ
！
ル
に
変

が
同
時
に
起
こ
る
訳
で
す
。
ち
ょ
っ
と

弾
き
手
と
ピ
ア
ノ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

う
ん
で
す
。
で
も
お
酒
づ
く
り
の
場
合

を
理
解
し
て
飲
ん
で
も
ら
う
と
日
本
酒

人
格
が
表
わ
れ
る
。

ど
は
特
に
技
術
者
が
い
な
く
て
も
天
候

る
程
度
い
い
ワ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。
と

か
ら
ね
。
そ
れ
に
杜
氏
た
ち
は
〃
神
様

に
発
酵
の
仕
方
、
専
門
用
語
で
〃
並
行

う
の
は
そ
の
杜
氏
の
人
格
が

て
も
カ
バ
ー
し
て
し
ま
う
訳
で
す
ね
。

い
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

っ
て
い
い
酒
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

う
ね
。
ピ
ア
ノ
も
そ
う
で
し

そ
れ
に
つ
く

６
１
５
１
１

り
手
と
酒
と
が
間
接
的
な
つ
な
が
り
で
す
し
。
人
格
が
出
る
と
い

う
の
に
は
び
っ
く
り
で
す
ね
。

私
の
最
初
の
先
生
も
「
ピ
ア
ノ
の
技
術
を
磨
く
よ
り
、
ま
ず
人

格
を
磨
き
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て

実
感
と
し
て
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
や
は
り
い
ろ
ん
な

こ
と
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
よ
り
人
の
心
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
な
あ
、
と
。

と
こ
ろ
で
、
西
村
さ
ん
と
は
も
う
数
年
来
の
お
つ
き
あ
い
で
す

が
、
ず
っ
と
〃
固
い
〃
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
の

も
っ
て
い
る
つ
く
り
酒
屋
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
つ
な
が
ら
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
西
村
さ
ん
は
ご
長
男
で
す
か
。

西
村
い
え
、
次
男
で
す
。

ル
ミ
そ
う
で
す
か
。
で
、
社
長
に
な
ら
れ
た
の
は
？

西
村
３
年
前
で
す
。
家
業
に
就
く
以
前
加
年
程
大
学
に
残
っ
て

法
律
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
固
く
見
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。ル

ミ
そ
う
い
え
ば
弁
護
士
さ
ん
か
検
事
さ
ん
と
い
う
雰
囲
気
で

す
ね
。
で
も
飲
ま
れ
る
と
コ
ロ
ッ
と
変
わ
ら
れ
ま
す
け
ど
…
（
爆

笑
）
。

西
村
え
え
、
飲
む
と
本
質
が
出
る
ん
で
す
。
（
笑
）

ル
ミ
で
も
飲
ま
れ
て
る
時
の
方
が
ソ
フ
ト
で
す
よ
。

西
村
仕
事
関
係
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
し
た
時
も
、
お
酒

を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
私
は
気
分
が
良
く
な
る
お
酒
を
身
を
も
っ
て
証
明
し

て
皆
さ
ん
に
す
す
め
て
い
る
訳
で
す
。

ル
ミ
確
か
に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
お
酒
と
い
う
の
は
、
不
必
要

な
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
私
も
一
度
コ
ン
サ
ー
ト

の
前
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
が
ら

な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
あ
ん
ま
り
飲
む
と
指
先
に
ま
で
集
中
力

が
い
か
な
く
な
る
の
で
量
は
飲
め
ま
せ
ん
が
。

西
村
僕
も
人
の
前
で
し
ゃ
べ
る
よ
う
な
時
は
少
し
酒
を
飲
ん
で

い
る
ほ
う
が
、
舌
の
ま
わ
り
も
よ
く
、
お
も
し
ろ
い
話
が
で
き
ま

し
た
ね
。

ル
ミ
普
段
、
固
い
、
ま
じ
め
な
イ
メ
ー
ジ
の
人
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
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１

『
駕
蝿
》

一
。
癖
・
●
》

箪
鋒
…

駒

す
る
た
め
に
も
飲
ん
だ
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。

西
村
で
も
ゴ
ル
フ
の
時
は
だ
め
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
お
つ
き
あ

い
で
昼
間
か
ら
飲
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
が
、
ス
コ
ア
は
伸
び
ま
せ

ん
ね
。

ル
ミ
ス
ゥ
ィ
ン
グ
を
す
る
前
に
下
を
向
く
と
酔
い
が
ま
わ
る
ん

で
し
よ
。

西
村
下
を
向
い
て
も
、
上
を
向
い
て
も
酔
い
が
ま
わ
っ
て
い

る
。☆

日
本
酒
は
日
本
の
心
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ル
ミ
ゴ
ル
フ
以
外
に
何
か
ご
趣
味
は
？

西
村
あ
ん
ま
り
言
い
た
く
な
い
ん
で
す
が
、
最
近
お
茶
を
始
め

ま
し
て
。

ル
ミ
ど
う
し
て
お
茶
を
？

西
村
今
で
は
も
う
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
室
町
か
ら

江
戸
に
か
け
て
〃
酒
道
″
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で

す
。
資
料
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
確
立
し
た
作

法
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
お
茶
と
か
お
華
か
ら
通
じ

る
と
こ
ろ
を
学
び
と
っ
て
酒
の
道
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

て
。ル

ミ
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
は
。
で
も
本
当
に
ア
イ
デ

ァ
マ
ン
で
す
ね
・
こ
の
資
料
館
も
西
村
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
し
よ
。

西
村
古
い
道
具
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
し
、
邪
魔
に
な
る
か
ら
一

カ
所
に
集
め
よ
う
と
思
い
ま
し
て
。
そ
れ
に
日
本
の
文
化
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
も
あ
っ
て
ね
。
酒
づ
く
り
も
古
く
か
ら
伝

わ
る
文
化
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
大
事
な
灘
の
酒
造

り
の
文
化
を
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
作
っ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
こ
の
資
料
館
も
そ
し
て
沢
の
鶴
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
〃
日

本
の
心
を
伝
え
る
″
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ル
ミ
最
後
に
日
本
酒
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
Ｉ
。

西
村
や
は
り
日
本
酒
と
い
う
の
は
日
本
人
の
心
に
合
っ
た
酒
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
日
本
酒
を
忘
れ
た
ら
日
本
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
日
本
の
個
性
確

立
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
日
本
酒
が
さ
か
え
ま
す
よ
う
に
乾
杯
ノ
．

ル
ミ
乾
杯
／
、

識灘

鶴

飲む程に楽しく、やっぱり日本酒が最高（沢の餌資料館にて）
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